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はじめに

　本書は、生涯学習および社会教育に関する基礎知識をまとめた入門書
である。大学で生涯学習・社会教育関係科目を受講する大学生のテキス
トとして、また、生涯学習・社会教育関係職員や生涯学習を学ぼうとす
る方々の参考書として活用していただくことを願って刊行されたもので
ある。
　筆者は、今から 15年ほど前まで、ちょうど 10年間、社会教育主事と
して教育委員会に勤務していた。いろいろな分野の仕事に関わったが、
特に青少年教育・健全育成や成人教育、視聴覚教育などの学習事業の企
画と運営に 10 年間従事した。この社会教育主事としての現場経験を活
かした概論書が刊行できないものかとかねがね考えていたのである。
　また、最近でも、社会教育職員の研修会などで、職員の方々から様々
な疑問の声を聴くことが多くなった。たとえば、生涯学習と社会教育は
どう違うのか、生涯学習は生涯教育と違うのだろうか、という疑問の声
である。これらの疑問に、わかりやすく答えられる参考書の必要性も痛
感してきたところである。
　生涯学習の概論書は決して少なくない。しかし、それらを読むと、論
文集のようなものや理論ばかりで血が通っていないものが多いように思
われた。実践や現場に触れずに、先行文献だけを頼りに書かれているも
のも少なくない。
　そこで、筆者の現場経験を最大限に活かし、現場職員の疑問に答えら
れる、血の通う概論書として本書を刊行しようと考えたのである。
　本書では、まず、生涯学習と社会教育、学校教育などの関係を明らか
にし、次いで、わが国の社会教育の歴史をたどりながら生涯学習の現在
をできるだけわかりやすく、できるだけ具体的に解説してみた。さらに、
生涯学習の方法や社会教育行政の特質、社会教育計画、生涯各期の教育
課題にも触れ、最後に、生涯学習と社会教育をめぐる問題についても論
じてみることにした。第１章から第 11 章までは、なるべく筆者の意見
を交えず客観的に事実関係を概説するようにしたが、第 12 章だけは私
論としてとらえていただいてよい。
　以上は本書の刊行趣旨とも言えるが、この趣旨を活かすために本書で
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は次のような特色を持たせている。
　第一に、筆者が全 12 章をすべて執筆したことである。類書の多くは
共同執筆によるものが多いため、論文集のような感じになっている。そ
の点を改めるために、単著の形にした次第である。
　第二に、筆者の 10 年間にわたる社会教育主事としての経験で疑問に
思ったことを解き明かすよう具体的な記述を試みていることである。換
言すれば、現場の目線から生涯学習と社会教育をとらえ、それらの実相
を描くよう心がけたのである。
  第三に、特定の教育観や学説に偏ることのないよう、できる限り客観
的な立場から解説するよう努めたことである。前述したように、筆者の
私見を混ぜないよう、生涯学習と社会教育をめぐる事象をできるかぎり
客観的に解説するようにした。
  第四に、社会教育や生涯学習に関わる事項を可能な限りカバーするよ
うな横断的な章構成を取っている点である。共同執筆による概論書は、
どうしても各執筆者の関心が前面に出やすいため、結果として重要事項
が漏れてしまうことがある。本書ではそうした漏れを最小限にとどめる
よう心がけた。
　第五に、社会教育の創生期から今日の動向まで取り上げ、生涯学習と
社会教育の動きを縦断的に記述している点である。生涯学習と社会教育
の現在を理解するうえで、過去の事実を理解することは大切になる。し
かし、近年の類書には、社会教育の歴史や生涯学習の発展過程を扱って
いないものが多く、扱っていても形ばかりのものがほとんどである。本
書では、社会教育の歴史と生涯学習の発展過程に類書より多めの紙数を
充てている。
　このような本書が一人でも多くの方々に読まれ、社会教育と生涯学習
の発展にいささかでも寄与できれば、筆者にとっては望外の喜びとなる。
　なお、本書は刊行計画から 3年経って、ようやく刊行にたどり着くこ
とができた。この間、辛抱強くお待ちいただき、また原稿の不備の指摘
や文献の確認作業に尽力いただいた学陽書房編集部の藤谷三枝子氏には
心から感謝申し上げたい。

平成19年４月16日   

佐藤晴雄
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第 3次改訂版刊行にあたって

  2020 年に第 2次改訂版を刊行してから、生涯学習・社会教育に関する
データが更新され、生涯学習をめぐる動きにも若干の変化が見られるよ
うになった。最近では経産省がリスキリングを推進することとなったこ
とから、社会人の「学び」の重要性が広く認識されるようになったので
ある。

　リスキリングとは、デジタル化が推進する中で、職業に必要とされる
スキルの大幅な変化に適応するために、必要なスキルを獲得したり、獲
得させたりすることだとされる。この考え方はOECD（経済協力開発機
構）が提唱していたリカレント教育に通じる考え方であるが、リカレン
ト教育が一旦職場を離れて教育機会に参加するのに対して、リスキリン
グは就業しながらDX時代に適したスキルを獲得することを目的とする
人材戦略である。

　ともあれ、生涯にわたる「学び」が改めて注目されるようになったわ
けである。ただ、その具体策はいまだ検討中であることから、本書では
特に取り上げていないが、今次改訂版にあたっては、最新の調査データ
を盛り込み、加除修正を加えることとした。

　これまでと同様に、社会教育主事養成のテキストとして、また生涯学
習関係者の参考書として活用されることを願っている。

　今次改訂では、編集担当が編集部の河野史香氏に代わったが、これま
での担当者であった根津佳奈子氏にもお世話になった。両氏にはこの場
を借りて感謝申し上げたいと思う。

令和5年2月1日   

佐藤晴雄
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12 第１章　生涯学習と社会教育

1　生涯学習と社会教育の関係

（1）生涯学習概念の普及
　生涯学習という言葉はもはや一部の人たちの間で用いられる専門用語
の段階を過ぎ、一般化してきていると言えよう。内閣府の世論調査によ
ると、「生涯学習」という言葉を聞いたことがある人は、平成 20（2008）
年の調査では約 80％に上るほどで、その後の令和４（2022）年調査では、
生涯学習に関する活動を行った人は 74.8％に達している。もはや国民の
３分の２以上が生涯学習に関わるようになったのである

＊1

。
　そもそも、生涯学習という言葉が文部省（当時）で正式に用いられる

第１節　生涯学習とは何か

第 1章　生涯学習と社会教育

　生涯学習とは何か。今も社会教育関係者の間で出される疑問の一
つである。特に、生涯学習と社会教育はどう違うのかという疑問の
声はいつも聞かれる。教育委員会の社会教育課が生涯学習課に改組
されたのだから、生涯学習は社会教育の言い換えに過ぎないのでは
ないかという見解がある。否、生涯学習には学校教育も含まれるの
だから、それは社会教育の単なる言い換えではないという反論も出
される。また、生涯学習と生涯教育との違いはどこにあるのかとい
う疑問もある。
　このように、生涯学習をめぐっては、いくつもの疑問が生じてい
る。そこで、本章では生涯学習の概念を正しく理解するために、社
会教育との関係や生涯教育との関係を明らかにしておくことにしよ
う。なお、学校教育との関係は第4章で取り上げる。
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ようになったのは昭和 63（1988）年頃からである。同年、文部省は社会
教育局を生涯学習局（現在は、生涯学習政策局）に改め、その 2年後の平
成 2（1990）年には生涯学習に関する初めての法律である「生涯学習の
振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律」（以下、「生涯学習振
興法」と略す）が制定されたのである。以後、各地の教育委員会は文部
省の動きに連動するように、担当組織の名称を、「社会教育」に代えて「生
涯学習」という言葉を用いるようになった。
　生涯学習はもともと「生涯教育」という言い方でわが国に入ってきた
概念を拠り所とする。生涯教育は昭和40（1965）年ユネスコの国際会議「成
人教育推進委員会」で議題に取り上げられ、昭和40年代前半にわが国に
紹介されたのである。当時、生涯にわたる教育のあり方を説いた生涯教
育の理念はわが国の社会教育の考え方に近く、共通点を有するものと解
されたことから、社会教育行政の中に包括される形で受容されていく。し
たがって、わが国においては、生涯にわたって社会の中で教育機会を提
供してきた社会教育の役割は生涯教育の概念と特段違うものとは解され
ず、しばらくの間、見るべき生涯教育施策が取り組まれなかったのである。

（2）生涯学習と社会教育の共通点
  生涯学習と社会教育の共通点とは何か

＊2

。学校教育との対比からその共
通点を捉えると、次のような諸点が見出される。
　第一に、生涯にわたるすべての発達段階にある人を対象にしているこ
と。学校教育が青少年期にある人を主たる対象にしているのに対して、
社会教育と生涯学習は子どもから高齢者に至るすべての人々を対象にし
ているのである。
　第二に、ノンフォーマルな教育が中心になっていること。学校教育は
入学・卒業、学年制などを採り入れたフォーマルな形態をとるのに対し
て、現実の社会教育や生涯学習はある程度の組織性をもつが制度として
の入学・卒業、学年などがなく、柔軟に運営されるノンフォーマルな形
態の活動を基軸にしている。
　第三に、現実の課題解決を目的にしていること。学校教育は児童生徒
の人格形成を図り、将来生活への準備教育を主眼にしているが、社会教
育と生涯学習は余暇活用や地域づくり、健康維持、子育てなど現実の課
題解決に資する学習が大きなウエイトを占める。
　第四に、自発的・自主的な学習を重視していること。学校教育、特に
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